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議会開催
設計打合せ回数

マイルストーン

基本設計
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DB方式の作業

★ ★ ★ ★
ⅰ期工事 (本庁舎新築 )ⅰ期工事 (本庁舎新築 )ⅰ期工事 (本庁舎新築 )ⅰ期工事 (本庁舎新築 )ⅰ期工事 (本庁舎新築 )ⅰ期工事 (本庁舎新築 )ⅰ期工事 (本庁舎新築 )ⅰ期工事 (本庁舎新築 )ⅰ期工事 (本庁舎新築 )
A・C・D棟解体工事

基本設計業務 7カ月

DB方式事業者選定手続き 5カ月

各課ヒアリング

庁舎検討、部会の開催

羽
曳
野
市 市長・副市長説明

配置・平面・断面の提出3案比較検討

発注図書チェック期間

与条件整理

施設構想・配置検討

平面計画・断面検討 (オフィス環境整備との調整 )

立面検討

▲第１回概算

構造 (仮定断面検討 )

設備 (インフラ・基本設計の検討 )

基本設計図作成

▲第 2回概算

実施設計監修業務

インフラバイパス仮設工事

意見を案に反映

要求水準書作成 質疑内容・その他支援業務
発注図書

チェック期間

実施設計インフラ調査 基本設計 積算

地盤調査・土壌汚染・アスベスト・電波障害等の調査

補足図面等の作成

市長・副市長説明
配置・平面・断面の提出配置・平面・断面の提出

基本設計業務 7カ月基本設計業務 7カ月

基本設計図作成基本設計図作成

▲第 2回概算▲第 2回概算

補足図面等の作成

要求水準書作成要求水準書作成

概算工事費

調整

公表

参加表明にかかる質問受付

参加表明書提出

第一時審査結果通知

設計図書に係る質問受付

VE提案書の提出

VE提案書の採否の回答

技術提案書の提出

ヒアリング・審査

完成

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑩ ⑫ ⑬　　 ⑭ ⑮ ⑯ ⑰⑨ ⑪

採用を目指す

補助金 (案 )

緊急防災
減災事業債

森林環境
譲与税基金

脱炭素化
推進事業債

建設費削減のための導入項目
1
2
3
4

5合理的な構造フレーム
地下躯体・地下掘削量も低減
プレキャスト材の採用
設備配管ルートの短縮化

適切な規模設定の検討
立体駐車場の中止
工期削減・人件費抑制手法
6
7

スケルトン

インフィル 外装

基幹設備

設備機器

内装

躯体 100 年

約 30 年約 30 年 約 30 年

50 年 50 年

15 年 15 年 15 年 15 年 15 年 15 年

更新時期の同期

建物消費エネルギー削減のための導入項目
1
2
3
4
5
6
7
8

9
10
11
12
13
14
15
16

屋上緑化・平面緑化
高断熱ガラス
全館 LED照明・初期照度補正
タスクアンビエント照明

ナイトパージ

昼行センサー・自動照明制御
床吹出空調 (居住域空調 )
水平庇

太陽光発電
エコヴォイド (温度差換気 )
雨水利用
超高効率変圧器

アースピット

フィン・ルーバー
ライトシェルフ・ブラインド
節水型衛生器具

標準調査
(50 年モデル )

目標庁舎
(100 年モデル )

建設

30%削減

建替 ｴﾈﾙｷﾞｰ 維持管理 修繕改修 廃棄

達成すべき品質・経済性をターゲティングしながら詳細
に落とし込み、積算時での目標予算達成につなげます。
基本設計段階では早期のコスト管理をすることは勿論、
概算チェックを 2回実施します。また、市場価格の変動
の大きな工種については、早期の段階で業者見積を行い、
概算金額と乖離がないか確認します。

大阪・関西万博の大屋根
リングの再利用を積極的
に行いコスト縮減に努め
ます。外構範囲の大きな
本計画の屋外ベンチ、家
具やテラスデッキ材、一
部の内装材に使用します。
屋外ベンチ等は市民ワー
クショップ等でみんなで
作り、大阪・羽曳野市に
愛着が湧くような使用方
法を検討します。

■最大限の省庁等補助事業活用と採択確実性の向上
基本設計段階で、採択を目指す補助事業を抽出し、省庁
事前相談など採択確実性を上げる取り組みを行います。
確実に活用するため、事業全体工程に補助金申請に向け
たマスタープランを作成し工程管理します。
■支援業務の内容
緊急防災・減災事業債：災害対策本部、災害応急対策に
係る施設としての平面計画、一般図作成等
森林環境譲与税基金：屋上テラスの木造・木質化等、地
場産木材の活用検討
脱炭素推進事業債：ZEB 化取得について費用対効果を考
慮し各フェーズで実現性を確認しながら計画

②ランニングコスト削減

③建物の長寿命化

①イニシャルコスト削減

①＋②＋③で LCCを 30%低減

みんなで木材を再活用するイメージ

部材のモジュール化イメージ
PCa 化を採用し、品質が均一で精度の高い、安定した部
材の供給を実現します。組み立てが中心の施工となるた
め、熟練工不足にも対応でき、工期の短縮も図れます。
また、スパンをモジュール化し、空調や照明の機器を均
一化することで、調達と工事の簡易化を図ります。

環境シミュレーションイメージ
外部では庇、植栽、ルーバーがもたらす効果、内部では
西日対策や共用部の吹抜、議場などの大空間では温熱シ
ミュレーションを実施し環境を最適化します。早期の空
調コストへの影響を検討します。

ピープルカウンター

リモートロック

施設内の人数状況に合わ
せた空調・照明調節がで
き、施設の施錠開錠のク
ラウド管理が可能なピー
プルカウンターの導入検
討します。施設維持にか
かる人件費を抑制するこ
とができます。

確認事項リストイメージ

■未項目ゼロ化による工程厳守
手戻りなく設計を行うため
に、「いつ・誰が・何を決め
るのか」を記載した「確認事
項リスト」を作成し工程管理
を徹底します。
■与条件決定の早期集中化
各課ヒアリング後での未確定
事項についても別途、確認事
項リストを用いて与条件決定
の意思決定早期決定を促し、
設計検討を円滑化します。

■業務開始 3ヶ月の集中検討期間
業務開始早期にプロジェクトの方向性を定めるために高
い頻度でヒアリングによる与条件整理、それに基づいた
設計検討を集中的に行います。
■基本設計図の早期作成
基本方針が決まった後は、市長・副市長説明でのフィー
ドバックを設計案に速やかに反映し、基本設計図の作成
を行います。早期の作成によりターゲットコストに向け
たコスト管理の容易化が可能です。
■事業者選定のための支援業務
補足図面、質疑回答等、事業者選定が円滑に進むように
早期の対応を行います。

1DB を踏まえた基本設計工程

8大阪・関西万博再生木材活用によるコスト低減5建物特性に応じた省エネの検討

9補助金活用に向けた支援業務

3フロントローティングによる早期のコスト管理 7LCC を 30%低減

4PCa 化による施工の高品質・高効率化
6スマート管理の導入検討

2基本設計を 7ヶ月でまとめる手法

【テーマ別業務提案】テーマ 3：実施設計・施工一括発注方式を踏まえた基本設計段階の工程・コストコントロール方策について
様式 4-3


